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平成30年9月13日（木）　　　司会：慶長　孝太　記録：馬場　勇治
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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・ストレスチェックについて　実施期間　平成30年9月10日（月）～30日（日）　該当者は受けるようにしてください。ネット環境があるPCでなければできない為、注意してください。
・9/14（金）ハローワーク主催のジョブガイダンスが行われる。参加予定者は少ないが、当日興味がありそうなメンバーには声を掛け、参加を促してください。開催場所は2階ミーティングルームです。
・有給取得が他のスタッフと重複し、申請し直しになることがあるため、周りのスタッフと確認しあって申請してください。

・10/16 13：30～実施指導があるため、各自書類や記録等に注意してください。

・病院で行われる研修に対する出席率が悪い為、日勤者は各研修に参加するようにしてください。また、救急対応は年1回参加することになっているため、必ず出席してください。

・9/21消防訓練がある。　参加者：柴崎、紫葉
・疾患別診療計画書10月分は週4回以上利用している方は主治医の評価が必要な月になります。

＜研修案内＞

・9/14（金）17:15～18：15　看護グループ内研修　場所：病院　2階　会議室

テーマ：「精神科看護の基礎知識について」

・9/18（火）、19（水）17：30～院内研修　場所：メンタルケア病棟4F
テーマ：「災害時の施設での対応」

＜利用者様情報＞
デイケア

・古舘　ヨリ　様～本人より電話連絡があり、体調不良による欠席の希望が聞かれている。詳細はグループホーム世話人が知っていると話しているが、世話人からの連絡は受けていないことから、詳細を教えて欲しいことを伝えると、血圧高値による不調があり、内科受診する予定であるとのこと。世話人に事実確認を行い、受診内容についても本人から連絡してもらうよう連絡を取ることとしている。
・鈴木　知子　様～本日来所予定であったが、8時頃に連絡があり「行こうと思ったけど行けない」と話しており、「家にいると考えすぎてしまうんだけども、でも・・・」と話し以後数分ほど悩み結論を出せず電話を終了している。その後も数度上記内容の電話連絡があり、12時過ぎに来所し、入浴した後帰宅している。自身でも来所の際に外に出ることで、悩みが解消できることを理解できている為、来れる時に来所するよう声掛けし、電話の時間を短く切り上げることで行動に移しやすくしていくこととしている。
・曽我　泰庸　様～本日、スタッフの声かけへの反応が薄く素っ気無い返事や下を向いている等、気分が落ち込んでいる様子は窺える。昼食時に、デイケア利用者の根地戸恵様へ即席味噌汁や割り箸を無言で見せており、行動の理由について尋ねるが答えずにいる。ロッカーにしまってくるよう伝えると応じている。
・豊川　明男　様～12時過ぎ頃に来所している。その後不調を訴え早退を希望することから詳細を確認すると、「昨日グループホーム玄関前に落ち葉や土が落ちていて、それを掃除したら疲れました」と話す為、一つでもプログラムに参加してから早退するかどうか検討するよう助言している。
・大下　伸治　様～「体がだるい」との訴えがあり、個室にて休養している。体調について詳細を確認するが、具体的な症状は言えずにいる。
・我満　奈津紀様～「何もしたくないんだよ」「来るまでが大変」「家にいても耳が敏感な人がいるから」と、現状の生活での不満等をスタッフに訴えている。以前話のあった引越しについては、市役所に生活保護を受けている状態で可能であるか問い合わせた際に、自費であれば問題ないとの説明を受けたとのこと。現在引っ越しの候補物件として、月35,000円でペット可の物件を考えていると話している。時折、衝動的な言動がある為、本人の行動に注意し観察していく。

・川口　尚良　様～青山荘入居予定の知人にメールを送ったが、返信のない事を気にしていることをスタッフに話している。以前思いを寄せていたことがあった相手であるとのことで、今後の当人の言動に注意していく。

・磯島　貴広　様～昨日、デイケアに遅刻していることについて「明日は間に合うように来ます」と話していたが、本日も遅れての来所となっている。理由については「叔母の様子が気になって、様子を見てから来ている」とのことで、同様の理由での遅刻の頻度が多くなっている。また、デイケアでは身体障害者用トイレに籠もっていることが多く、プログラムへの参加率も悪い状態が続いている。引き続き来所状況やデイケアでの過ごし方に注意し観察していく。

　デイナイトケア　

・吉田　キクエ様～昼食の直前に義歯を外しそのまま食事を摂っており、外した理由について尋ねると「付けると痛いんだよ」と答えている。喉詰まり等の事故に繋がる可能性を伝え、つけるよう伝えると暫くした後義歯を装着している。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、今朝のバイタル測定時に、血圧174/114㎜Hgと高値であった為、再検するが173/112㎜Hgであったが、本人に不調の有無を確認すると不調はないとのこと。本日のデイナイトケアでは、昼食後より不調を訴え、バイタル測定実施。血圧154/100㎜Hg、脈拍67回/分。不調に関しては、胸がモヤモヤすると話し、頭痛や眩暈はないと話しおり、静養室にて休養している。休養後、不調等の様子観察を行っていく。
・板橋　利美　様～青風荘より情報提供があり、着ていた服の片側を脱いで湿疹のある右上腕を出し、理由について「暑くなるとダメだから」と話している。患部の辺りが引っかき傷があるため、掻かない方がよいことを伝えるが、聞き入れるような返答はなかったとのこと。不調等の訴えは現在なく、引き続き様子観察していく。
・古川　富蔵　様～青風荘より情報提供があり、夕食後に横になって休んでおり声を掛けると、吐き気と校内で酸味を感じることを訴えている。バイタルを確認すると血圧149/94㎜Hg、脈拍75回/分、再検で140/92㎜Hg。声掛け後は表情は良く、テレビを観ていたとのこと。今朝は昨日の不調は治まったと話していたとのこと。デイナイトケアでは、表情の冴えなさがあり、声を掛けると「酸っぱいのが上がってくるんだよ」「薬飲むとき水飲むとなるんだよ」と話し、朝から煙草を吸っていないと話している。昼食時に体調を確認すると「大丈夫」と答えており全量摂取している。
・吉田　富秋　様～9/14（金）の検査の為、検査食に変更となっている。検査食に関して「お菓子食べてる」「ココア味とヨーグルト味だ」と不満を話すことはなく、いつもと違う食事を自分なりに楽しみながら摂取している様子が窺えている。

・佐藤　ミツ子様～青風荘より情報提供があり、指の爪が剥がれたことをスタッフに訴えており、詳細を確認すると伸びた爪をハサミで切ったと話しており、絆創膏で処置しているとのこと。デイナイトケアでは上記内容についての訴えは聞かれていない。
ナイトケア

・下妻　康貴　様～患部消毒のため堺皮膚科医院を受診。「治りかけなのかわからないけど痒いんだよね」と話している。グループホーム入居者の豊川明男様の名前を挙げ、「今日仕事から帰ってきてナイトケアに行く準備していたら煙草を吸っていた豊川さんが『忙しい人だね。たまには休んでたら？』って言われたんだよね。自分は休んでばかりだから居たたまれなくなったのかな」と話している。また「ずっとグループホームにいるけど、グループホームって日中はどこかに行かなきゃいけないんじゃないの？」「グループホームに入居継続したいからデイケアに来てるんじゃないの？」等と訴えており、利用目的は一人ひとり違うことを伝えている。以後は不満等を訴えることなく、他利用者やスタッフと適宜交流しながらテレビ観賞している。
＜事例検討会＞

カンファレンスシート（駒木　洋士様）　

実施日：H30年9月13日（月）13：30～14：00

担当：柴崎

検討内容　目標・計画の確認・見直し

	氏名
	駒木　洋士様
	性別
	男
	年齢
	65
	生年月日
	S28.3.2

	主病名
	統合失調感情障害
	合併症
	（椎間板ヘルニア）

	治療方針（医師の指示）
	現在の生活を継続。

	本人希望
	病状悪化せず、アパート生活を維持する。

	家族希望
	同上

	入院歴
	計5回（最終：H30年6月19日 ～H30年8月21日）

	通所歴
	回目

· 前回：29年12月2日～　30年6月19日

· 今回：H30年8月2日～現在　　　（週3回/月･水･金）

	その他サービス利用
	訪問看護ステーション｢五福｣　1回/週(火)

	住居：アパートで単身生活

近くに母様、長姉宅有り。
	家族構成

同胞3名第3子次男として出生。

S50年頃結婚し､2子(1男1女)をもうける｡

H9年離婚、現在､元妻・2子とは連絡を取っていない。

＜保護者＞姉：木村　修子　様

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	生活保護受給中、自立支援医療



	備考


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、アパート生活を維持する。
	①服薬を継続し、病状悪化予防する。
	①服薬を欠かさずに行う。
	①残した薬包とノートを一緒に確認する。怠薬や自己調整をしている際は、内服の必要性や、自己調整のリスクについて必要時に説明をしていく

	
	②自身の病状変化（気分高揚、多弁、多動、浪費、眼光の鋭さ）に気付き、対処出来るようになる。
	②気分変動がないよう、作業時間をきめた時間は集中して取り組むことができるようにする。
	②自身の病状悪化のサインを知り、自覚できるようになる。スタッフは病状変化の有無を観察し、気分の高揚がある際は、自分で気付くことができるように変化について声をかけていく。

	
	③身体状態に応じた活動できるようになる。
	③自己の身体状態を把握し、対処法で困ったときは相談出来るようになる。
	③腰痛の有無や程度を確認し、腰痛が強い場合は運動を控えたり、強度を調整するように声をかける。



【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①服薬を欠かさずに行う。


	・服薬ノートと空包を持参しており、忘薬・自己調整することなく、服薬していることを話している。入院前の病状についての振り返りを行った中で、入院前には服薬していなかったことを話している。服薬していなかった理由は親戚の所へ設計の手伝いを行っており忙しかったことを理由としてあげている。服薬を第一にすることを確認している。

・自身の病状悪化のサインについて、「趣味の話になると口数が多くなる」と多弁な様子について自覚があることを話している。自分で自覚した際には主治医や、スタッフ、訪問看護の人、家族誰でも相談するように伝えると頷いている。
	自身の病状悪化のサインについて振り返りを行うと、自覚している事を話しているが、病状悪化時には自覚する事も困難となる事から今後は、病状が安定している時に振り返りを行うこと。病状安定時には、スタッフの言葉も受け入れる事から、病状悪化する前に対応していく事とする。

	②作業療法での枠組みを決め、時間を守って集中して作業ができるようにしていく。
	・作業療法の時間には青森県の地図を広げ他の利用者と写真撮影ポイントなどを話している。また、他の利用者にはホテルの写真を見せ、自分が設計したことを話している。カメラで写真を見せることもあり、事実確認は出来ていないが、写真を見せるだけではなく、撮ってあげると話しかけられた利用者もいると訴えがある。


	短期目標①と同様に病状が安定している時に悪化時の症状について自覚できるように振り返りを行う。

	③自己の身体状態を把握し、対処法で困ったときは相談出来るようになる。
	・エアロビクスでは筋トレとストレッチへの参加している。ラジオ体操は身体状況を見ながら、自分の出来る範囲で取り組んでいる。
	・病状悪化に多動となり腰痛が悪化する事も考えらことから病状悪化に注意をして出来る範囲での運動参加促していく。
・腰痛等の身体症状の軽減のため、運動療法に無理のない範囲で継続できるように観察し、助言していく。目標継続｡


【目標・治療計画（再立案）】病状が安定している時に、病状の悪化の振り返り等を行い、病状悪化を自覚出来るようにする。目標は継続とする。

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、アパート生活を維持する。
	①服薬を継続し、病状悪化予防する。
	①服薬を欠かさずに行う。
	①空包とノートを一緒に確認する。怠薬や自己調整をしている際は、内服の必要性や、自己調整のリスクについて再度説明をする。

	
	②自身の病状変化（気分高揚、多弁、多動、浪費、眼光の鋭さ）に気付き、対処出来るようになる。
	②自身の症状変化について、気付くことが出来る様になる。
	②自身の病状悪化のサインを知り、自覚できるようになる。スタッフは病状変化の有無を観察し、気分の高揚がある際は、自分で気付くことができるように変化について声をかけていく。

	
	③身体状態に応じた活動できるようになる。
	③自己の身体状態を把握し、対処法で困ったときは相談出来るようになる。
	③腰痛の有無や程度を確認し、腰痛が強い場合は運動を控えたり、強度を調整するように声をかける。


	東病棟からの情報

入院前の服薬状況について、入院後お姉様が自宅の様子を確認し、引き出しに怠薬した薬をため込んでいた為、入院前には服薬出来ていなかった可能性があると情報あり。


